
AIを活用した呼吸器病・消化器病・周産期疾病の早期発見技術の開発（畜産・酪農分野） 

 

1 ヶ月以上動作可能な無線式脈波センサ端末 

 

技術開発のねらい 

ウェアラブルセンサと情報通信技術（ICT）を活用して家畜の生体情報を収集するセンサシステムを開

発し、ベンチマーキング情報、飼養環境情報、診療情報等を合わせて AI により解析することで、疾病の兆

候を早期に発見して死廃事故や経済損失を回避する技術開発がコンソーシアムの最重要課題です。本

技術開発では牛の自律神経系機能の変化から特に周産期の疾病を早期に発見し治療につなげることを

目指しました。本コンソーシアムで開発される体表温センサや、ルーメンセンサの情報と統合することでよ

り正確な早期疾病発見が可能になると期待しています。 

 

開発成果の特長： 

ウシの尾根部に簡易に装着可能な無線式脈波センサ端末を開発しました（図 1）。端末は尾根部に固

定できるように十分に小さく、また安定した脈波波形が測定でき、心電図波形と同様の心拍間隔値を検

出することができます（図２）。端末からはこの心拍間隔値を無線で送信し、その心拍間隔の変動（ゆら

ぎ）を解析することで自律神経系機能の指標を算出します。 

 

 

 

 
図１ 無線式脈波センサ端末と装着風景 
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図２ 心電図波形と脈波波形の比較 
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今後の展開方向・見込まれる波及効果等： 

ウエアラブル脈波センサを用い、自律神経系機能のバランスを監視することでウシの周産期疾病の早

期発見、治療につなげることを目標としており、今回の成果は疾病早期発見のためのセンサデータ収集

の加速につながります。今後、様々な周産期疾病でのデータを蓄積することで、疾病発見の精度が向上

すると考えています。 
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